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ルム表面に氷微粒子の鋳型を形成させた。純水を 10 回、20 回、30 回噴霧することにより得られた氷微粒子
の直径は、それぞれ 181 ± 43、398 ± 113、719 ± 149 µmであった。この 3種類の氷微粒子の鋳型を用いて、
漏斗状のコラーゲンスポンジを作製した。コントロールとして、PFAフィルム表面に氷微粒子を形成させず
にコラーゲンスポンジを作製した。粒径が 181、398、719 µmの氷微粒子で作製した漏斗状コラーゲンスポ
ンジの大きな表面空孔のサイズはそれぞれ、167 ± 34、383 ± 75、689 ± 198 µmであった。大きな表面空
孔のサイズは氷微粒子のサイズとほぼ同程度であった。大きな表面空孔の間には小さな表面空孔が存在し、
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部空孔のサイズはそれぞれ、105 ± 25、109 ± 26、108 ± 30 µmであり、コントロールコラーゲンスポンジ
の表面孔のサイズ（113 ± 33 µm）と同程度であった。このことから、漏斗状フラーゲンスポンジの内部空
孔のサイズは氷微粒子のサイズに依存しないことがわかった。また、凍結温度が多孔質構造におよぼす影響



































作製した。噴霧法ではなく超音波式加湿器を用いて、粒径が 199 ± 36、401 ± 84、801 ± 371 µmの氷微粒















審 査 の 結 果 の 要 旨
　本論文では、多孔質構造を精密に制御した多孔質材料を作製するために、氷微粒子を鋳型とした新しい作
製方法を開発した。この方法を用いて、コラーゲン、キトサン、ヒアルロン酸および、コラーゲンとグリコ
サミノグリカンの漏斗状多孔質材料を作製した。得られた漏斗状多孔質材料の表面には開いた空孔があり、
内部には表面空孔と連通した空孔を有することがわかった。大きな表面空孔の構造は氷微粒子により、内部
空孔の構造は凍結温度により制御することができた。漏斗状多孔質材料は細胞の播種を容易にし、均一な細
胞分布が可能で、均一な組織再生を促進した。本論文の方法および開発された材料は新規性をもち、組織再
生のための有用な足場材料として組織工学の発展に重要な知見を与えるものである。
　よって、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
